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第13回大阪大学専門日本語教育研究協議会

日 時：2020年 2月 18日（火）13:00～17:00（受付 12:40～） 
 場 所：大阪大学吹田キャンパス

コンベンションセンター２階 会議室２ 
主 催：大阪大学国際教育交流センター

「留学生大量受け入れ新時代の大学における日本語カリキュラムの再考」

13：00～13：10 開会の挨拶 国際教育交流センター センター長  有川 友子

総合司会 韓 喜善（国際教育交流センター 特任講師）

13：10～14：00 講演１：東北大学における日本語カリキュラムの概要と国際共修科目
東北大学高度教養教育・学生支援機構 講師 林 雅子

14：00～14：10 休  憩

14：10～15：00 講演２： 日本語教育はどこまで学内クラスで対応可能か
筑波大学人文社会系（グローバルコミュニケーションセンター）教授 小野 正樹 

15：00～15：15 休  憩

15：15～15：40 報告：大阪大学における全学留学生対象の日本語プログラム
および日本語学習支援システムの紹介

難波 康治（国際教育交流センター 准教授）

15：40～15：55 休  憩

15：55～16：55 全体討論：
司会 西口 光一（国際教育交流センター教授）

16：55～17：00 閉会の挨拶 国際教育交流センター 副センター長 村岡 貴子

33
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第13回 大阪大学専門日本語教育研究協議会

「留学生大量受け入れ新時代の大学における日本語カリキュラムの再考」

主催 大阪大学国際教育交流センター

背景および趣旨

いわゆる「留学生30万人計画」のもと大学のグローバル化が叫ばれて早くも10年がたち、日本の大学においては、

留学生数が着実に増加の一途をたどっています。この傾向は2014年以降顕著になっており、2014年頃まで学部・大

学院を含めて11万人前後で推移していた留学生数は、2019年現在では13万人を超え、新たな大量受け入れ時代を迎

えたといえます。また、それらの学生については、出身国、在学段階や滞在期間の長短などにおいて、従来とは異な

る分布を示しています。一方で、少子化による労働人口確保を旨とした留学生の雇用を推進するという政府の方針も

あり、留学生のキャリア教育の一環としてビジネスコミュニケーションの重要性が叫ばれています。

私たち国際教育交流センターは、大阪大学が「グローバル30」に選定されたことに伴い、2007年より「OUS日本

語カリキュラム」として、留学生大量受け入れ時代の大学における日本語教育がどうあるべきかを検討し、シラバス、

レベル分け、教材、支援システムなどを刷新しました。このOUカリキュラムの完成からすでに10年が経過し、上記

のような新たな時代の要請に応えて「大学における日本語プログラム」のあり方を再考する時期に至っていると考え

ました。

このような現状認識のもと、本研究協議会では、現状の課題を共有するとともに、今後の大学における日本語
教育のカリキュラムをどのように考えるかについて情報交換や意見交換を行い、共通の課題について議論を行
います。今回は、東北大学より林雅子先生、筑波大学より小野正樹先生をお招きし、ご講演をいただきます。
林先生からは、東北大学の日本語カリキュラムの現状と、留学生と日本人学生等がともに様々な内容科目を学

ぶ国際共修科目の試みについてお話しいただきます。
小野先生からは、日本語教育、外国語教育、国際教育を１つのセンターとして組織化した筑波大学における日

本語教育の現状と課題についてお話しいただきます。
併せて、大阪大学国際教育交流センターにおける日本語プログラムの紹介と、新しい試みについてご報告いた

します。
以上のお話を受けて、新たな時代の要請に応える大学における日本語プログラムのあり方がどのようなものにな
ればよいかについて、参加の皆さんとディスカッションしたいと考えています。
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講演	１	

東北大学における日本語カリキュラムの概要と国際共修科目	

林	雅子 
東北大学高度教養教育・学生支援機構	講師	
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講演２	 「新たな留学生の動向に対応する」	

小野正樹	

筑波大学人文社会系グローバルコミュニケーションセンター教授	
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報告：大阪大学における全学留学生対象の日本語プログラム	 	

および日本語学習支援システムの紹介	

難波康治	

大阪大学国際教育交流センター	准教授	
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大阪大学における
全学留学生対象の日本語プログラム

および
日本語学習支援システムの紹介

国際教育交流センター
Center for International       

Education and Exchange (CIEE)

難波 康治

�

目次
• 大阪大学における日本語学習支援（概観）
• 国際教育交流センターのミッションと
日本語教育プログラム

• OUSカリキュラムの開発（2008～2012)
– G30への対応

• 新たな課題とその対策（2018～？）
– SGUへの対応

2

大阪大学における日本語学習支援

3

各部局における
日本語ブログラム

タンデムプログラム
工学日本語
etc.

日本語日本文化
教育センター
学部予備教育
日本語日本文化研修
MAPLEプログラム
海外拠点 など

日本語テーブル
IRIS日本語

全学教育推進機構
共通教育日本語
学際融合教育科目
専門日本語

オンライン
日本語支援

国際教育交流センター
国際交流科目日本語
留学生日本語
大学院予備教育

ボランティア教室

(1) 
��:9対応

(2) 時間的制約の厳しい教育
学習・研究活動と並行して受講。留学のQOLに直結
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入学前 入学後

学部学生
レベル

（予備教育を含む）

大学院生
レベル

（研究生を含む）

短期留学生
（学部・大学院）

多様な日本語プログラム

5

①共通教育科目日本語

⑧ J-shIP（夏・秋冬）プログラム日本語
⑨超短期プログラム日本語

⑦国際交流科目日本語

④日本語集中コース
⑤留学生日本語選択コース

⑥学際融合教育科目日本語

②学部英語コース日本語
③日韓理工系予備教育

レベル 学習段階 共通教
育科目

国際交流
科目日本語

選択コース 集中コース 日韓理工系
(KOSMOS)

700 超上級
600 上級
500 中上級
400 中級
300 初中級
200 初級
100 ゼロ初級

単位なし単位あり

J-ship
���

英語
コース
日本語

6

日本語プログラムとレベル設定

学際融合教育科目
専門日本語

21
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OUSカリキュラムの開発(2008～2012)

7

• 文部科学省国際化拠点整備事業（G30）採択

• 科学研究費補助金（基盤C 研究代表者：西口光一）「留学生の
大量受け入れ時代に対応可能な新たな日本語教育システムの構築
(H21～H24）
– 初級から超上級までのカリキュラムの見直し
– シラバス、リソースとメソッドの開発（A New Approach to

Elementary Japanese 1-2、中級アカデミックライティング教材など)
– オンライン学習支援（オンライン日本語レベルチェック、教育・学習
支援LMS、カタカナ学習システム、漢字学習アプリなど）の開発

– 渡日前日本語教育システムの開発 →未完

����������
� ���

New Approach to Elementary Japanese 1-2

�����
	

��������

8

初級共通教材の開発

① カタカナ語自習システム

9

ITによる自律学習支援

② 漢字学習アプリ
Perfect Master 漢字 N5-N2

③ 日本語授業専用LMS (Okini)

日本語レベルチェック

10

新たな課題とその対策

11 12

130%

留学生日本語プログラム受講者数の推移
(2008年度～2018年度）

５年前の
受講者から増加
短期留学生を中心とした
非正規生の受講が急増

200%
10年前の
受講者から増加

442�

2008 2018201520122009

846�

22



3

新たな課題とその対策
課 題
• 留学生のさらなる増加・多様化

– SGUによる留学生受け入れ目標
–各種英語プログラム
–新たなディグリープログラム
–超短期(3～８週間)プログラム

• 人的リソースの減少（専任・非常勤）
–毎年の予算減圧力

• 場所の確保
–３キャンパスでの展開→移動
–教室の確保が困難

13

新たな課題とその対策

14

対 策
1. 教育システムの改良（高度化、効率化）
– OUS（大阪大学日本語スタンダード）の改訂
– CLIL (Contents and Language Integrated 

Learning) の導入

2. 授業外での日本語自律学習支援
– オンライン教材の提供
– セルフアクセスセンター（SALC）と
「OU日本語ひろば」の開発・整備

3. ビジネスコミュニケーションと
キャリア教育

4. 他部局・プログラムとの事前の連携

1．教育システムの改良（高度化、効率化）
① カリキュラムとリソース配分の再検討

⎯ オンライン日本語レベルチェックの調整
⎯ 短期留学生向け総合日本語科目(JA100)のニーズ再調査

② CLIL(Content and Language Integrated Learning)科目の導入
⎯ 2019年度秋冬学期より導入
⎯ 短期留学生および学部英語コース向け600レベルの3クラスを「日本語・グ
ローバル理解演習(JGU600)」に

⎯ 「生殖医療」「言語と価値観」「現代日本のスポーツ史」
⎯ 2020年度秋・冬学期より、さらに3クラスを500レベルにて実施予定

15

2．授業外での日本語自律学習支援
（1） 「マルチリンガルプラザ」との共同
① マルチリンガル教育センターとの共同
② 概算要求（「キャンパスライフ一貫型」言語教育によるグローバルプレゼ
ンスの確立）により設置

③ 日本語、英語を含む27言語の学習を支援
- リソースの紹介・提供
- 学習アドバイジング
- 自律学習の支援 など

① 2020年4月よりサイバーメディアセンター
豊中教育棟内に開設

② 特任助教1名を配置

16

2．授業外での日本語自律学習支援

17

（2）オンライン自律学習支援アプリ（OU日本
語ひろば）の開発

①目的：オンライン上で日本語学習に関する種々の
情報を集約・整理した上で提供し、本学構
成員の自律的な日本語学習を支援すること

②基本方針
・リアルとヴァーチャルを結ぶ
・既存のリソースを最大限利用する
・スマートフォンでのアクセスを前提とする

2．授業外での日本語自律学習支援

18

（2）オンライン自律学習支援アプリ（OU日本
語ひろば）の開発

③ コンテンツ
・「教室をさがす」
・「相談する」
・「教材をさがす」

23
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2．授業外での日本語自律学習支援

19

（3）「第二言語学習支援入門」
・大学院レベルで語学学習アドバイジングを行
う人材を養成
・マルチリンガルプラザと連携して、学習アド
バイジングの実習を行う。

3．ビジネスコミュニケーションとキャリア教育
• H26(2014)年度より「ビジネス日本語」を開講
• H29(2018)年度よりアドバイジングチームと共
同で、高度専門教育科目「キャリア支援とビジネ
スコミュニケーション」を開設

• R1(2019)年度「ビジネスコミュニケーション」
をテーマとして講演会等を実施

20

4．他部局・プログラムとの事前の連携
• 国際教育交流センターにおける日本語チームのミッション=「学内外の日
本語学習支援情報提供のハブ」となること

• 2018年度より、来日前の留学生への連絡システムを利用し、「渡日前日
本語ニーズ調査」をウェブ上にて実施（情報学研究所のREASを利用）。

⎯ 日本語レベルチェックに誘導
⎯ 日本語受講に関する学生動向の予想
⎯ 大阪大学における日本語科目についての情報提供
⎯ 日本語受講に関する質問への回答

21

大阪大学における日本語学習支援

22

ボランティア教室

各部局における
日本語ブログラム

タンデムプログラム
工学日本語
etc.

日本語日本文化
教育センター
学部予備教育
日本語日本文化研修
MAPLEプログラム
海外拠点

日本語テーブル
IRIS日本語

全学教育推進機構
共通教育日本語
学際融合教育科目
専門日本語 国際教育交流センター

国際交流科目日本語
留学生日本語
大学院予備教育

マルチリンガル
プラザ（日本語）

オンライン
日本語支援

自律学習支援
人材養成
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全体討論 

登壇者：林雅子（東北大学）、小野正樹（筑波大学）、義永美央子（大阪大学）	

司	 会：西口光一（大阪大学） 					（以上、敬称略）	

司	 会：まず、事実確認の質問として、こちらからいくつか質問したい。東北大学の国際共修科目

70 科目のうち、日本語ベースは何科目で、英語ベースは何科目か。日本語の教員などの語

学教員が行っている科目とそれ以外の教員が行っている科目は何科目か。	

林	 	 ：日本語、約 40、それ以外が英語で、歴史や異文化理解などの教員が行っている授業な

ど多岐にわたる。	

司	 会：TGL ポイントにかかわるのは国際交流関連の科目だけか。	

林	 	 ：体育などもあり、専門科目として開講しているものもある。	

司	 会：日本語科目はプログラムごとか共通の日本語科目なのか。	

林	 	 ：共通のものもあるが、同じ内容の場合、理系プログラムの学生が文系プログラム用の

科目をとっても単位にならない。その逆もそうである。

司	 会：筑波大学では、海外オフィスが 12 か所あるとのことだがその人員配置は。事務職員や教

員がいるのか。	

小	 野：各大学内などに部屋の提供をしてもらい開設している。現地の教員がコーディネーターと

して配置されており、日本側とやり取りを行う形である。	

司	 会：ジュークボックス、Canmpus	in	Canpus について、特定の大学とのみで行われているもの

か。	

小	 野：講演内で説明をした大学とのCiC協定に基づき、協定グループに入っている学生を対象とし	

ている。

司	 会：日本語科目の授業担当は常勤と非常勤だけで行っているのか。	

小	 野：全員がグローバル教育センターの人員のみで。日本事情は別の組織が担当。	

司	 会：JE の学生定員については。	

小	 野：各コース若干名である。	

フロア１：東北大学ではレベルは５から６に増やしたそうだが、現在の所属大学では４である。増

やした理由と増やしたことによる効果はどう考えられるか。	

林	 	 ：留学生が増えたことと、到達目標を明確化するにあたり、CEFR の基準などに合わせた形で

ある。	

義	 永：大阪大学では７レベル。初級から中級への接続を考慮して、従来６レベルに分けていたも

のを数年前に７レベルに改変した。ただし運用上は、選択コースなど合同クラスを設置

し、実質５レベルで動いているプログラムもある。	

フロア２：ニーズに合わせた多様化について、語学教育を担当する教員に求められる技能は何か。

林	 	 ：ファシリテーターとしての役割。いい意味での交流をどのようにしかけていくか。	
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小	 野：チームティーチングが多いので、情報共有の仕方、セキュリティの問題などにも一緒にか

かわれること。コーディネートまでできることが必要。テストが作れる人が減る傾向にあ

ることは懸念材料か。	

フロア２：定員の設定はどのようにされているのか

林	 	 ：定員は 10〜25 である。演習型か、講義型かにより上限が変わる。	

フロア３：留学生を増やせと言われるが、どのレベルでの受け入れなのか（非正規の短期学生か正

規生か）。留学生の受け入れ増のためにどのようなことをされているか。	

林	 	 ：交換留学や超短期などにより、より良い日本語教育を提供して、正規生として日本へ戻っ

てきてもらうことを目指す。	

小	 野：アイディアの提案や全学的な会議への出席などから、Jエキスパート、農業の後継者、看

護・介護、日本語教師など不足している分野と結びついたプログラムの作成。地域と結び

ついた企画も重要性がある。	

義	 永：現在は、留学生の受け入れをいかに増やすかという課題が各部局に与えられている状況。

特に、現状では留学生数が毎年５月１日の実績でカウントされるため、その時点で在籍し

ている留学生、特に交換留学生や短期プログラムで来日する留学生をどのようにして獲得

するかが検討の中心となっている。	

フロア４：学生が増えて、負担が増えても日本語担当の貢献は表しにくい。どうすればいいか。

義	 永：短期の交換留学生、大学院での学位取得を希望する留学生などさまざまなタイプの学生が

いるので、できるかぎり留学生の特性に合わせたクラスを提供する。また、執行部にセン

ターの取り組みや日本語教育の重要性を理解してもらえるような情報提供が重要。

フロア５：Jエキスパートについて、単位の仕組みなどはどうなっているか。

小	 野：学位を取得するプログラムであり、日本語教師養成、芸術、ヘルスケアなどその分野が゙従来	

ある学部で受け入れている。新しく設けた学生枠ではなく、既存の教育組織において若干名が	

プログラムで学ぶ形である。

フロア６：他部局や他大学との連携に関して難しかった点は何か。また、それをどう克服したか。

小	 野：グローバルコモンズ機構という、全学の留学支援･国際交流組織があり、定期的に情報交換を	

行っている。毎月行われる会議には専任教員がローテーションで出席し、交流体制を整えてい	

る。

義	 永：国際教育交流センターには日本語以外にアドバイジングや短期プログラムの受け入れ・送

り出しをミッションとするチームがあり、それらのチームに属する教員が学内各部局と築

いてこられた連携体制に助けられる部分もある。部局との連携を適切に継続することが重

要だと考えている。以前は各部局との情報共有が十分でなかった結果、各部局で受け入れ

た留学生が急に多数日本語のクラスに来て定員を超えてしまうようなこともあったが、最

近は、来日前の留学生に日本語クラスの受講希望や日本語のレベルを事前に尋ねるアンケ

ートを実施しており、そうした情報を生かして準備を行っている。	

以上	
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付録：過去の大阪大学専門日本語教育研究協議会の開催状況 

１．第１回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「大学院レベルの専門日本語教育とは何か」 

日時：2007 年 3 月 13 日（火）13：00～17：50 

場所：吹田キャンパス IC ホール 留学生センター２階 Room５＆６ 

２．第２回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「大阪大学における専門日本語教育のさらなる定着に向けて 

―留学生・指導教員とのディスカッションを通して―」 

日時：2009 年 3 月 10 日（火）13：00～17：30 

場所：吹田キャンパス IC ホール 留学生センター２階 Room５＆６ 

３．第３回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「専門日本語教育におけるライティング能力の養成 

―留学生と日本人学生の双方に対する教育の共通課題―」 

日時：2010 年 3 月 9 日（火）13：00～17：30 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室１ 

４．第４回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「キャリア形成につながる専門日本語教育を考える」 

日時：2011 年 3 月 8 日（火）13：00～17：00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室 1 

５．第５回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「日本語教育のスタンダードの課題と展望」 

日時：2012 年 2 月 15 日（水）13：00～17：00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室 1 

6．第 6 回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「研究留学生のための専門日本語教育を考える」 

日時：2013 年 2 月 19 日（火）13：00～17：00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室 1 

7．第 7 回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「上級レベルの専門日本語教育 -理論と実践-」 

日時：2014 年 2 月 17 日（月）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス IC ホール Room５＆６ 

8．第 8 回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「グローバル時代を生き抜く力の養成と大学における日本語教育を考える -大学から社会への橋渡

しを視野に-」 

日時：2015 年 2 月 17 日（火）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター 2 階 会議室 2 
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9．第 9 回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「専門日本語教育における IT 活用の可能性」 

日時：2016 年 2 月 16 日（火）13:00〜16:55 

場所：吹田キャンパス IC ホール Room５＆６ 

10．第 10 回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「内容言語統合型学習（CLIL）の実践に向けて」 

日時：2017 年 2 月 21 日（火）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス IC ホール Room５＆６ 

11．第 11 回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「学習者オートノミーを育む言語学習とその支援」 

日時：2018 年 2 月 16 日（金）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス IC ホール Room５＆６ 

12．第 12 回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「市⺠性教育と⽇本語教育」 

日時：2019 年 2 月 19 日（火）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター１階 研修室 
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